
大阪公立大学工業高等専門学校職務限定職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する
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第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪公立大学工業高等専門学校職務限定職員就業規則（以下「職務限

定職員就業規則」という。）第 34 条及び大阪公立大学工業高等専門学校有期職務限定職員

就業規則（以下「有期職務限定職員就業規則」という。）第９条の規定により準用される

職務限定職員就業規則第 34 条の規定に基づき、職務限定職員（大阪公立大学工業高等専

門学校教職員就業規則第３条第３項第１号に規定する職務限定職員をいう。以下同じ。）

の勤務時間、休日及び休暇等を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条 この規程において次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 有期雇用教職員 大阪公立大学工業高等専門学校有期雇用教職員就業規則の適用

を受ける者をいう。 

(2) 無期雇用教職員 大阪公立大学工業高等専門学校無期雇用教職員就業規則の適用

を受ける者をいう。 

(3) 教職員勤務時間等規程 大阪公立大学工業高等専門学校教職員の勤務時間、休日及

び休暇等に関する規程をいう。 

(4) 有期雇用教職員勤務時間等規程 大阪公立大学工業高等専門学校有期雇用教職員

の勤務時間、休日及び休暇等に関する規程をいう。 

(5) 特別養子縁組の監護期間中の子等 民法（明治 29年法律第 89 号）第 817 条の２第

１項に規定する特別養子縁組の監護期間中の子、児童福祉法（昭和 22年法律第 164 号）

第 27条第１項第３号の規定により同法第６条の４第１項に規定する里親（以下「養子

縁組里親」という。）に委託されている子及び児童福祉法第６条の４第２項に規定する

養育里親で養子縁組里親に準じる者に委託されている子をいう。 

(6) 育児介護休業規程 大阪公立大学工業高等専門学校教職員の育児・介護休業等に関

する規程をいう。 

（法令との関係） 

第３条 職務限定職員の勤務時間、休憩、休日及び休暇等に関してこの規程に定めのない事

項については、労働基準法（昭和 22 年法律第 49号。以下「労基法」という。）その他の



法令の定めるところによる。 

（日、週の定義） 

第４条 この規程において、日は、特段の定めがない限り、０時に始まり翌０時に終わる 24

時間を指し、週は、特段の定めがない限り、土曜日に始まり金曜日に終わる７日間を指す

ものとする。 

 

第２章 勤務時間、休憩及び休日 

（勤務時間） 

第５条 職務限定職員の始業及び終業の時刻は、別表第１のとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、大阪公立大学工業高等専門学校職務限定職員の再雇用に関

する規程（以下「職務限定職員再雇用規程」という。）第２条第３項に定めるパートタイ

ム再雇用職務限定職員（以下「パートタイム再雇用職務限定職員」という。）の勤務時間

は、１日当たり７時間45分以内及び１週間当たり37時間30分を超えない範囲において、

個人別に定める。 

３ 業務の都合その他やむを得ない事情により、前２項の規定により定められた勤務時間

を繰り上げ、又は繰り下げることがある。この場合、前日までに通知するものとする。 

（休憩時間） 

第６条 職務限定職員の休憩時間は、別表第１のとおりとする。 

２ 業務の都合上、45分の休憩時間を別に割り振ることがある。 

３ 前２項の規定にかかわらず、１日の勤務時間が６時間以下のパートタイム再雇用職務

限定職員について、業務上必要がある場合は、休憩を与えないことがある。 

４ １日の勤務時間が８時間を超えるときは、１時間（第１項の休憩時間を含む。）の休憩

時間を勤務時間の途中に置くものとする。 

５ 休日に勤務する場合は、１日の勤務時間が６時間を超えるときは 45分、８時間を超え

るときは１時間の休憩時間を勤務時間の途中に置くものとする。 

（出退勤の管理） 

第７条 職務限定職員の出退勤の管理は、別に定める方法によるものとする。 

（休日） 

第８条 次に掲げる日は職務限定職員の休日とする。ただし、パートタイム再雇用職務限定

職員については、これらの日に加えて月曜日から金曜日までの５日間において休日を設

けることができるものとする。 

(1) 土曜日及び日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178 号）に規定する休日 

(3) 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日（前号に掲げる日を除く。） 

（休日の振替等） 

第９条 休日の振替等については、教職員勤務時間等規程第９条の規定を準用する。 



 

第３章 勤務時間の特例 

（１ヶ月単位の変形労働時間制） 

第 10条 公立大学法人大阪（以下「本法人」という。）は、業務の運営上特別の形態によっ

て勤務する必要のある職務限定職員については、始業時刻、終業時刻、休憩時間及び休日

は、第２章の規定に関わらず、１ヶ月以内の一定期間を平均して１週間の勤務時間が 38

時間 45 分を超えない範囲において、別に割り振ることができる。 

（通常の勤務場所以外での勤務） 

第 11 条 職務限定職員が勤務時間の全部又は一部について勤務地以外で業務に従事した場

合の勤務時間の算定については、教職員勤務時間等規程第 12 条の規定を準用する。 

 

第４章 時間外、深夜、休日勤務 

（時間外、休日の勤務等） 

第 12条 職務限定職員の時間外、休日の勤務等については、教職員勤務時間等規程第 14条

及び第 15条の規定を準用する。 

 

第５章 休暇 

（休暇） 

第 13条 職務限定職員の休暇は、年次有給休暇、特別休暇及び病気休暇とする。 

（年次有給休暇） 

第 14条 年次有給休暇は、１の年（次の各号に定める区分に応じて当該各号に定める期間

をいう。以下同じ。）における休暇とし、その日数は１の年において、20日とする。 

(1) 次号に掲げる職務限定職員以外の職務限定職員 １月１日から 12 月 31 日まで 

(2) 職務限定職員となる前日に引き続く教職員、有期雇用教職員又は無期雇用教職員の

期間がある職務限定職員  これらの期間（さらにその前に引き続く教職員、職務限定

職員、有期雇用教職員又は無期雇用教職員の期間がある場合は当該期間を含めた期間。）

の始期において、本条、教職員勤務時間等規程第 18 条若しくは有期雇用教職員勤務時

間等規程第 21条又は第 22 条により決定された期間 

２ 前項の規定にかかわらず、新たに職務限定職員となった者のその年における年次有給

休暇の日数は、別表第２のとおりとする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、育児短日数勤務をしている者の年次有給休暇の日数は、１

の年において、育児短日数勤務中の勤務形態に応じて次の各号に定めるところによる。 

(1) 育児介護休業規程第 17条第１号アの勤務形態  16 日 

(2) 育児介護休業規程第 17条第１号イの勤務形態  12 日 

４ 第１項の規定にかかわらず、パートタイム再雇用職務限定職員の年次有給休暇の日数

は、別に定める。 



（年次有給休暇の単位等） 

第 15条 職務限定職員の年次有給休暇の単位等については、教職員勤務時間等規程第 19 条

から第 24条までの規定を準用する。 

（特別休暇） 

第 16条 職務限定職員の特別休暇については、教職員勤務時間等規程第 25条から第 28 条

までの規定を準用する。 

（病気休暇） 

第 17条 職務限定職員の病気休暇については、教職員勤務時間等規程第 29条及び第 30 条

の規定を準用する。 

 

第６章 職務専念義務の免除 

（職務専念義務の免除） 

第 18 条 職務限定職員の職務専念義務の免除については、教職員勤務時間等規程第 31 条

の規定を準用する。 

 

第７章 母性健康管理 

（妊産婦である職務限定職員の就業制限等） 

第 19条 妊産婦である職務限定職員の就業制限等については、教職員勤務時間等規程第８

章の規定を準用する。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和３年６月１日から施行する。 

（用語の定義） 

２ この附則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

  (1) 旧就業規則 (旧)大阪府立大学工業高等専門学校教職員就業規則をいう。 

(1) 旧勤務時間等規程 (旧) 大阪府立大学工業高等専門学校教職員の勤務時間、休日

及び休暇等に関する規程をいう。 

(3) 高専区分職務限定職員 この規程が適用される職務限定職員のうち、非常勤教職員

等及び無期雇用教職員等から引き続いて職務限定職員となった者並びに本法人の採用

の日に高専事業場で勤務する者（次号の職員を除く。）をいう。 

(4) 高専再雇用職務限定職員 職務限定職員再雇用規程第２条第１項に規定する再雇

用職務限定職員のうち、高専区分職務限定職員から再雇用職務限定職員となった者を

いう。 

（区分職務限定職員の適用） 



３ 高専区分職務限定職員について、次の表に定めるとおり、この規程の規定（この規程の

規定により準用される規定を含む。以下同じ。）の一部は、取扱いの終了時期欄までの期

間、適用開始を猶予し、その間、適用開始までの取扱い欄のとおり取り扱う。 

該当条項 適用開始までの取扱い 取扱い終了時期 

第７条 旧勤務時間等規程第６条を準用する。 令和４年３月 31 日 

第８条及び第９条の規定

により準用される教職員

勤務時間等規程第９条 

旧勤務時間等規程第７条、第８条、第

14 条及び第 15条を準用する。 

令和４年３月 31 日 

第 14 条及び第 15 条の規

定により準用される教職

員勤務時間等規程第 19

条から第 24 条まで 

旧勤務時間等規程第 18条を準用する。 令和４年３月 31 日 

第 16 条の規定により準

用される教職員勤務時間

等規程第 25 条（第１項第

12 号、第 13号、第 23号

から第 25 号まで、第 27

号 及 び 第 31 号 を 除

く。） から第 28 条まで 

旧勤務時間等規程第 20条（第１項第３

号を除く。） を準用する。 

令和４年３月 31 日 

第 17 条の規定により準

用される教職員勤務時間

等規程第 29 条及び第 30

条 

旧勤務時間等規程第 19条を準用する。 令和４年３月 31 日 

第 18 条の規定により準

用される教職員勤務時間

等規程第 31 条（第１項第

５号を除く。）  

旧就業規則第 32 条を準用する。 令和４年３月 31 日 

 

 

（再雇用職務限定職員の適用） 

４ 高専再雇用職務限定職員について、次の表に定めるとおり、この規程の規定の一部は、

取扱いの終了時期欄までの期間、適用開始を猶予し、その間、適用開始までの取扱い欄の

とおり取り扱う。 

該当条項 適用開始までの取扱い 取扱い終了時期 

第７条 旧勤務時間等規程第６条を準用する。 令和４年３月 31 日 



第８条及び第９条の規定

により準用される教職員

勤務時間等規程第９条 

旧勤務時間規程第７条、第８条、第 14

条及び第 15 条の規定を準用する。 

令和４年３月 31 日 

第 14 条及び第 15 条の規

定により準用される教職

員勤務時間等規程第 19

条から第 24 条まで 

旧勤務時間規程第 18 条の規定を準用

する。 

令和４年３月 31 日 

第 16 条の規定により準

用される教職員勤務時間

等規程第 25 条（第１項第

12 号、第 13号、第 23号

から第 25 号まで、第 27

号 及 び 第 31 号 を 除

く。） から第 28 条まで 

旧勤務時間規程第 20 条（第１項第３号

を除く。） の規定を準用する。 

令和４年３月 31 日 

第 17 条の規定により準

用される教職員勤務時間

等規程第 29 条及び第 30

条 

旧勤務時間規程第 19 条の規定を準用

する。 

令和４年３月 31 日 

第 18 条の規定により準

用される教職員勤務時間

等規程第 31 条（第１項第

５号を除く。）  

旧就業規則第 32 条の規定を準用する。 令和４年３月 31 日 

５ 職務限定職員となる前に本法人の定めるこの規程以外の規程により与えられた次の各

号に掲げる休暇等については、この規程の相当する規定により与えられた休暇等とみなす。 

(1) 年次有給休暇 

(2) 特別休暇 

(3) 病気休暇 

(4) 職務専念義務の免除 

(5) 勤務しないことの承認 

附 則（令和４.３.31  規程 436） 

（施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

（大阪府立大学工業高等専門学校非常勤教職員等から職務限定職員となる者の特例） 

２ この規程の施行の日（以下「施行日」という。）の前日に次の各号に掲げる規程のいず

れかが適用されていた者がこの規程の施行日に職務限定職員となった場合の年次有給休

暇にかかる１の年は、第 14 条第１項の規定にかかわらず、これらの規程により決定され



た期間とする。 

(1) 大阪府立大学工業高等専門学校非常勤教職員等就業規則 

(2) 大阪府立大学工業高等専門学校無期雇用教職員等就業規則 

 

別表第１ 

職員の区分 始業時刻 終業時刻 休憩時間 

職員(A 勤務) 8 時 45 分 17 時 15 分 12 時から 12 時 45 分まで 

職員のうち窓口業務

担当者 

12 時 45 分から 13 時 30 分ま

で 

職員(B 勤務) 9 時 30 分 18 時 12 時から 12 時 45 分まで 

職員のうち窓口業務

担当者 

12 時 45 分から 13 時 30 分ま

で 

職員(C 勤務) 10時30分 19 時 12 時から 12 時 45 分まで 

職員のうち窓口業務

担当者 

12 時 45 分から 13 時 30 分ま

で 

 

 

別表第２ 

新たに職務限定職員となった日

の属する月 

日数 

１月 20 日 

２月 18 日 

３月 17 日 

４月 15 日 

５月 13 日 

６月 12 日 

７月 10 日 

８月 ８日 

９月 ７日 

10 月 ５日 

11 月 ３日 

12 月 ２日 

 


